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研究成果の概要（和文）：積雪寒冷地においては、冬期の積雪・降雪、路面凍結などに伴って外出行為が余儀な
く制約され、そのため、特に乳幼児およびその保護者（主に母親）の引きこもりが助長される点が懸念される。
そのため、本研究では、まず対象地における子育て支援の現況調査を行った。その結果をもとに、地域性が異な
る３つのエリアを対象に、土地利用や道路状況調査などから子育て環境の変化を調査した。

研究成果の概要（英文）：In snowy areas, it is inevitably restricted going out to be caused by 
snowfall, accumulation of snow and road surface freezing in winter. Especially it is concerned about
 infants and their guardian (mainly “their mother”) who shut themselves in their house. Therefore,
 it was investigated the present status about the child-care supports by the community in desired 
survey area, and it was clarified the transition of the child-rearing environment depending on the 
road state investigating and current status of land use of its surrounding, in three regions where 
have different local features, Hakodate City.

研究分野：都市計画、まちづくり
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年，我が国における少子化は顕著であり，

政府や各地方自治体においても多様な施策を

行っており，出生率の回復を目指している．

「子ども・子育て支援」は国策の大きな柱で

あり，早急に解決する必要がある問題でもあ

る．少子化の要因の一つとして，母親の子育

てに対する負担感の増大や夫婦の出生児数の

減少という現象も挙げられており①，全ての子

育て世帯に対する支援が必要となってきてい

る．しかし，昨今，我が国において，地域コミ

ュニティーの崩壊や核家族化，女性の社会進

出の増加などにより，子育てをめぐる環境も

大きな変化を生じてきている．また，父親の

育児参加も増加傾向ではあるが，家庭の中で

子育ての中心であり主な担当は，今も昔も母

親であるといえ，現在，核家族で子育てをし

ている母親の多くは家族・近隣や友人から孤

立した状態に陥りやすく，このような子育て

の「孤立化」した状態が続くと，母親の育児不

安やストレスが溜まり増幅し，最悪のケース

として虐待にまで至ってしまう場合もある②． 

 特に，子どもが幼稚園等に就園する前の乳

幼児に対する子育ては，母親は誰でも一時的

に育児不安や大きなストレスを抱えることは

多い③．しかし，そのような育児不安の解消の

きっかけづくりの一つとして，子どもと母親

だけという密室育児から解放するための外出

支援等が，政府や地方自治体でも推進されて

おり，母子の居場所づくりへの取り組みもみ

られるようになってはきているが，一人で移

動することが難しい乳幼児や児童を育ててい

る母親は，外出行動に関して交通システムや

情報入手に関するものなど多様なバリアに直

面していることが明らかになっている④⑤⑥．

特に，乳幼児を子育て中の母親にとって外出

行為とは，子どもの月齢，兄弟構成や自家用

車の有無など個人や世帯の特性に影響される

が，その多くは子どもの機嫌に左右される行

為であり，子どものぐずりや大きな泣き声に

対する世間の対応や使用済みのおむつ処理等

の衛生的な問題，子どもの着替え等を含めた

大量の荷物を考えると外出行為自体が高い障

壁と感じ，外出行為を諦めるケースもあり，

社会に関わる以前の問題となっている場合が

ある． 

 その一方で，子どもにとっても，外出行為

とは外的環境から多様な刺激を受けるもので

あり，特に戸外での遊びは，子どもの身体的・

精神的成長を促すものである⑦．しかし，研究

代表者が関わった子供の遊び環境の変化に関

する研究でも報告したが，近年，子どもの遊

び場や時間，遊び仲間の減少，遊びの種類や

内容等の大きな変化が問題となっており⑧⑨，

子どもが遊びや人との関わりを体験する機会

が減少していることが明らかになった⑩．また，

「遊ばせる場所の少なさ」，「遊び環境の質の

貧しさ」，「親が遊びの必要性を知らない」と

いう点が，母子が自宅に引きこもる要因とし

て挙げられており⑪，このような母子の引きこ

もりを解消するためにも，親子で戸外遊びを

含む外出行為が安心してできる育児環境の整

備を進める必要がある．  

 この育児環境とは，ハード的な環境整備だ

けでなくソフト的な環境整備も考慮するべき

であり，特に，母親の生活行動の中における

居場所づくりはソフト的な環境整備を考える

上で重要である．原口，手島らは，「居場所」

とは，子どもの場合は安心して遊ぶことがで

きる場所や公園などが身近にあることであり，

母親の場合は安心して子育てについて話し合

える人や場所があることと示しており②， 本

研究においても未就園児とその母親の居場所

の定義として引用する． 母子ともにそのよう

な居場所が地域内にあれば，外出行動に対す

る動機づけになると考えられ，地域内におけ

る母子の居場所確立へ向けた取り組みが必要

である．  

その一方で，積雪寒冷地では，１年の約 1/3

を雪と共に暮らす生活であり，積雪期には天



候や路面凍結などによる影響や積雪によって，

外出行為の制約を余儀なくされているため，

とりわけ未就園児とその母親の引きこもりが

助長されていく点が懸念される．積雪寒冷地

において，そのような母子の外出支援を行う

ためにも，積雪期と非積雪期という季節特性

と母子の外出行動の実態や個人・世帯及び地

域特性との関係性から地域内における母子の

居場所を考察し，その結果を踏まえた上で、

外出支援策や母子の居場所確立に向けた取り

組みが必要である． 
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２．研究の目的 

本研究は，北海道函館市を対象に，積雪期

／非積雪期における未就園児とその母親の日

常外出行動の実態と個人や世帯特性及び地域

特性との関係性や季節変化の影響を明らかに

し， ハード・ソフトの両面からの母子の居場

所に関する考察を行い，居場所確立や外出支

援策のための提言をすることを目的としてい

る． 

 

３．研究の方法 

 本研究の方法は以下の通りである． 

1）函館市全域における土地利用の概況および

対象地域（函館市本町地区，同市美原地区，同

市桔梗地区）における詳細な土地利用状況，

対象地域における道路・交通状況および対象

地域周辺における公園や遊び場に関する空間

構成の把握に関しては，インターネット調査

や住宅地図などの文献調査および現地調査を

行った． 

2）函館市が実施している子育て支援事業の詳

細な内容，及び 1)で把握した子育て支援施設

における子育て支援の内容，利用状況，管理・



運営，利用スペースの状況などを明らかにし

た． 

 以上を踏まえ，1)および２）の結果をもとに

地域特性に関する分析を行い，現在は，実施

が遅れた寒冷地における季節変化からみた母

子の居場所や空間利用に関するアンケート調

査を進めており，随時結果をまとめ，分析・考

察を行っているところである． 

 
４．研究成果 

（１）街区公園の告示年代別分布状況 

 土地利用状況調査や文献調査より，親子の

遊び場の一つである街区公園の告示年代別の

分布状況より，市の中心部である本町地区に

関しては，昭和 50年頃から平成初期頃に告示

を受けて多くの公園が整備されたが，一方で，

平成 10年以降は，郊外である美原町や桔梗町

を中心に公園の告示がされていったことがわ

かった． 

（２）地域の子育て支援施設の概況および対

象地域の土地利用調査 

 土地利用状況調査からも本町地区の空き家

や空き店舗の増加が明らかになった一方で，

桔梗地区や美原地区などにおいては，比較的

新しい住宅施設や商業施設が建設され，市の

空洞化が進行していることも確認できた．し

かしながら，図 1 にあるように，親子の外出

支援施設等は函館駅周辺や本町地区などの中

心市街地に分布しており，外出支援の対象と

なる親子のニーズとマッチしているとは考え

にくい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後は，現在進めている寒冷地における季節

変化からみた母子の居場所や空間利用に関す

るアンケート調査結果をまとめ、土地利用調

査および空間状況調査の結果を踏まえ、分析・

考察を行っている．これらの結果と併せて，

母子の外出函館市において未就園児とその母

親の外出を支援するための育児環境の整備に

向け，環境計画の視点から母子の居場所の確

立に関して提言を行うことを試みていく予定

である． 
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図 1: 函館市内における親子の外出支援施設等 


